
 

一 般 質 問 通 告 表 
 

平成２７年第１回姶良市議会定例会（３月１７日（火） 午前９時開会） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．湯元 秀誠 １．暮らしやすいま

ちに防犯カメラ

の設置を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年非道卑劣な犯罪が県内外問わず

頻発している。和歌山県で小学５年生

が近所の男性に刃物で殺害される事

件、川崎市の多摩川河川敷で中学１年

生男子の殺人死体遺棄事件など連日の

ように報道されている。 

命の尊さを学ぶことや身近な人の生

涯の別れに接する体験のない人たち

は、国外の紛争、内乱、テロ行為の無

残な光景のネット映像など日常化した

今の情報社会では、人の心身を尊厳す

る心が育まれていないのではと感じ

る。 

日本一くらしやすいまちを目指す姶

良市はこのような凶悪な事件など起き

ない、起こさせない安心して暮らせる

まちづくりが求められている。 

以前の一般質問で広域的に市内の主要

道に監視カメラの設置を問うたが、抑

止力になるとの答弁であった。 

（１）商店街まちづくり事業で加治木

港町の商店街には防犯カメラの設置

がなされたが、市内には公共性のあ

る防犯カメラ（監視カメラ）はどこ

に何箇所、何台設置してあるか。 

その機能、システムはどうなって

いるか。また活用での成果の例があ

るか。 

（２）市内でも近年において殺人事件

が起き、強盗、空き巣狙い等が頻発

しているが、犯罪者は身近な所らか

ら市外の者まで広域化し、モータリ

ゼーションの発達などでスピード化

し多様化している。 

姶良警察署管内の犯罪件数、検挙

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数、主な未解決案件の把握されてい

る内容を示せ。また、姶良市の諸条

件による特質性はないか。 

（３）事件解決には情報の取得が不可

欠である。 

  隣接の霧島市では昨年１２月に

「商店街まちづくり事業」で１７台

の防犯カメラの設置がなされ、伊佐

市では今年度、主な交差点６か所に

設置する予算上程の記事が掲載され

ていた。 

  防犯カメラ設置の国の補助金、交

付金等の事業はどのようなものがあ

るか。 

その事業導入、市単独による取り

組みで、市を広域的にカバーする主

要道や通学路、交差点などへのカメ

ラ設置は出来ないか。 

また、設置を年次計画のもとに進

めるとすれば市内に何箇所、期間、

総予算はどれほど見込むか。 

（４）姶良警察署との防犯などの協議

では、カメラ設置の検討の情報交換

はなされているか問う。 

（５）台湾のトランスアジア航空機の

墜落では、最初は映画のアクション

シーンかと錯覚した。 

一般の乗用車に搭載されたドライ

ブレコーダの映像であり、専門家は

事故検証、解明に大きく貢献すると

述べていた。 

他の議員の質問で公用車にドライ

ブレコーダ設置の質問があったが、

消防署の緊急車両や災害発生時の現

場車両に搭載し対策判断、災害検証

などの通信網としてＰＴＺカメラ

（全方位撮影カメラ）の導入は図れ

ないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

２．小規模集落の現

況と今後の対策は 

 

 

 

 

 

 

 

市内の山間部に於いて人口の減少に

よる集落機能不全地域として危惧され

てきた集落が現実味を伴い消滅の危機

に瀕している。このような現状は日本

全国の自治体で起き、抱えている問題

であるが姶良市では議論や対策は今日

まで講じられてないのが現状である。 

（１）過疎地、限界集落、小規模集落

の定義を市はどのようにとらえてい

るか。また近年の小規模集落の現況

（集落数や形態）をどうとらえてい

るか。 

（２）集落の住居者０（ゼロ）が現実

化することは、山は荒れ、農地は耕

作放棄地から非農地へと変貌し鳥獣

の生息の拡大につながる。またそこ

の人々の暮らしの歴史も消滅してい

く。 

小規模集落のほとんどの田畑は、

基盤整備もなされず棚田が多い。面

積も５～１０ヘクタールほどであ

る。 

今わずかながらの集落民の方々の

声があれば、それを汲み、森・棚田

の公益的機能（山から海に至るまで

の水源涵養・表土保全など）を守る

ことや市民の連帯や郷土愛を醸成す

る場として、消滅の危機にある集落

の再生の研究、企画提案など集落民

を中心にプロデュースできる場を設

けてはどうか。 

（３）完備された市民農園を行政で提

供できる姶良市である。 

小規模集落、棚田の再生事業を地

元業者や市民から参加を募り、集落

支援（集落市民応援隊・オーナー制）

体制づくりに取り組む考えはない

か。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

また、その取組みが名所づくり、

交流人口を増やす政策となり、官民

一体となるフロンティア機運が生ま

れると思われる。考えを伺いたい。 

（４）今年度から校区コミュニティ協

議会が始動する。都市部型の校区と

山間部の校区では、地域の取組み、

暮らし、自然条件、住民意識が異な

る。 

校区ごとに行政主導で進められる

協議会にあって集落を統廃合、集落

編成に補助金の対応で推進してきた

が、山間部はどのような具体的な抱

える課題があったか。 

その編成で改善、解決、成果はど

のような事項があったか。 

農政、福祉など行政全般の観点か

ら校区の分析、検証をして、暮らし

やすい校区コミュニティの協議にす

べきと考える。今後の協議会の進め

方を問う。 

 

 

２．神村 次郎 １．施政方針につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「県央の良さを活かした、県内一く

らしやすいまちづくり」の基本理念の

基、まちづくりが推進され県内でも人

口が増加をするまちとして注目されて

います。前期戦略プロジェクトも順調

に推移しているとの評価である。以下

について問う。 

（１）前期戦略プロジェクトで提案さ

れた「グリーンツーリズム等を活用

した体験や交流による、都市部と農

村の交流の推進」「原木しいたけや早

堀タケノコのブランド化の推進」に

ついて、前期を終了するにあたって

これらの課題への取組経過と、今後

の推進策について問う。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．公共料金の改定

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．業務委託契約に

ついて 

 

 

（２）夜間初期救急医療体制の整備に

ついて、これまでも医師会など関係

団体と協議がされているところだ

が、今後の展望を問う。 

（３）行政効率化の為に、「人口減少や

少子高齢化対策として、より集約的

でコンパクトなまちづくり」コンパ

クトシティが検討されていますが、

「より便利さを求めて」中心部に人

口が集中することも考えられる。具

体的にはどのようなものか。また、

姶良市での構想を示せ。 

（４）コンパクトなまちづくりと、現

在進めている校区コミュニティ協議

会と関係をもたせて提案されている

のか問う。 

 

 

（１）今回、合併後の水道料金を統一

するための料金改定が提案されてい

るが、公共料金の改定にあたっては、

行政サービスの決定・実施において

は市民（住民）利用者が政策決定に

関与できる仕組みが必要と考える。

市長の見解を問う。 

（２）今回の料金改定においては、市

民代表の検討会も実施され一定の理

解を得られたとの判断に立ち、提案

されていると思うが、市民の合意形

成を大切にするならば、料金改定を 1

年延ばし住民への説明会を実施する

考えはないか問う。 

 

 

 著しい低価格の入札の防止、現場で

働く労働者の労働意欲を高め、受注者

の経営の安定、安全で良質な事業の確

保のため、これまでも発注者として努
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市長 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

力をされているところであるが、業務

委託に最低制限価格を導入できないか

問う。 

 

３．上村 親 １．総合運動公園整

備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）総合体育館が供用開始から、今

年で１０年の節目を迎えるなか、 

２５年度体育館利用者人数が約１２

万６千人を超える施設となってい

る。 

市民が安全で安心して利用できる

施設として、また健康増進のための

体育館として、定期的に点検する必

要があると思うが、これまでの経緯

を示せ。 

（２）体育館南側の軒先部分が、雨水

により腐食してきている状況が目視

できるが、人的被害や台風等による

大きな被害を未然に防ぐためにも早

急な改修が必要と思うが考えを示

せ。 

（３）野球場が平成９年に完成して以

来、年間利用者が約１万人を超える

利用状況である。この球場は市内の

学童、中学校の大会をはじめ、高校

野球大会、大学野球の合宿、オープ

ン戦にも利用されている。しかし、

完成してから１７年が経過し、スコ

アボードに不具合が発生している。

試合の運営面・進行上からも改修が

必要と思われるが、整備は考えない

か。 

（４）安全な遊具施設の利用について、

子供広場の利用状況は、平日で約 

５０人、週末や祝日等で約１００人

の利用がある。また、３月に市内小

学校４校の遠足が計画されている。

この施設は、球場と隣接しており、

市長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．重富・錦江駅の

無人化対策について 

 

 

 

 

 

 

本年２月から３月にかけて、４大学

（西南学院大学、亜細亜大学、京都

教育大学、旭川大学）の春季キャン

プ及びオープン戦が組まれている。

キャンプ期間中は、練習や試合中に

ファールボールが３塁側ネットを飛

び越え頻繁に子供広場まで飛んでい

る状態である。子供広場の安全確保

が重要だと思うが対策を示せ。バッ

クネット、１塁側の飛球にも調査、

対策が必要であると思うが考えを示

せ。 

（５）春季キャンプに伴う宿泊施設の

誘致が必要と考える。運動公園近く

の「グリーンスパあいら」が閉館と

なっている。一部では、ある企業が

買収する計画があると聞いている

が、市としての関わりはどうなって

いるか。 

（６）利用者のニーズに対して関係機

関（保健体育課、都市計画課、指定管

理者）の協議は行われているのか。 

 

 

（１）ＪＲの３月ダイヤ改正後、姶良

市内の重富駅、錦江駅が委託駅から

無人化されるが、駅周辺の環境及び

管理をどのように考えているか。 

（２）ＪＲと駅舎外のトイレ及び駅舎

の利用について、どのような協議を

したのか示せ。 

（３）今議会の当初予算案で、重富駅

無人化に伴う駅舎活用２６６万円が

計上してあり、第５次実施計画にも

新規事業として「ＪＲ駅舎活用対策

事業 ４３０万円」が、２７年度事

業計画開始から２９年度事業計画と

なっているが、この活用対策につい
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

て示せ。 

（４）無人化される重富・錦江駅を簡

易委託駅として、人員配置はできな

いか。 

 

 

 

 

 

 

４．峯下 洋 １．犯罪の低年齢化

への対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．空家対策につい

て 

 

 

 

 

３．コミュニティ協

議会について 

 

 

 

 

 

 

４．生ごみステーシ

ョンの確保について 

 

 

 

最近１３歳の男児が集団で暴行され

亡くなるという悲惨な出来事があっ

た。子や孫を持つ身としてはいたたま

れない心境である。親御さんの気持ち

を考えると、憤りを感じる。現在、姶

良市では幸いなことにこのような事件

は聞いた覚えがない。誠にありがたい

ことである。今後ともこのようなこと

が起きないようにどのような対策を行

っていくつもりか問う。 

 

 

空き家が各地区で増加の一途をたど

っている。市の対策の一つとして空家

バンク制度を昨年から行っているが、

その成果、ならびに現在状況を問う。 

 

 

現在、各校区で「校区コミュニティ

協議会」の準備委員会を立ち上げ、平

成２７年４月の設立にむけて鋭意努力

しているが、今こそ市の職員の力の見

せどころと考えるが、具体的な対処方

法を問う。 

 

 

（１）現在、生ごみステーションとし

ての場所を提供いただいている土地

が売却等のため、移動・撤去を余儀

なくされている状況が発生してい

る。市として、どのように対処する

か問う。 

市長 

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

（２）場所によっては、心無い人の分

別不良で放置され係の人がその都

度、分別・掃除したり、または家に

持ち帰ったりしている現状がある

が、どのように受け止め、対処して

いくかを問う。 

 

 

５．堀 広子 １．農業・農協改革

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．国保問題につい

て 

 

 

 

（１）政府は強い農業をつくるため農

協改革が必要だとしている。全国農

業共同組合中央会（ＪＡ全中）を農

協法からはずし、農業協同組合（農

協）を解体し農業委員を首長の任命

制にしようとしている。農協改革が

もたらす地域や農業への影響をどの

ように考えるか。 

（２）改革は環太平洋連携協定（ＴＰ

Ｐ）に対する反対運動をしてきた団

体を弱体化させるねらいもあると考

えるがどうか。 

 

 

（１）国は２０１５年度から低所得者

対策として、自治体へ財政支援を行

うとしている。今年度で期限が切れ

る特例措置（法定外繰入）を継続し、

さらに国保税の軽減を図れないか。 

（２）政府は市町村が運営する国保の

財政運営を２０１８年度から県に移

す医療保険制度改革法案を示した。

これは国保料のさらなる値上げや徴

収強化などにつながると思うがどう

か。 
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